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ク
空
手
で
 

心
身
の
鍛
錬
シ
ク
】
 

ォ
ー
え
空
手
道
を
学
ぶ
諸
君
 

人
間
は
第
一
誠
の
心
を
も
っ
て
 

人
に
尽
く
す
こ
と
、
空
手
と
い
 

う
と
皆
さ
凡
叫
を
思
い
浮
べ
ま
 

す
か
、
恐
ろ
し
い
、
厳
し
い
、
 

激
し
い
暴
刀
的
で
あ
る
。
空
手
 

を
知
ら
な
い
人
は
い
ろ
い
ろ
な
 

答
え
を
し
ま
す
、
だ
が
空
手
は
 

皆
さ
ん
の
身
近
か
に
あ
る
も
の
 

も
で
す
。
年
令
の
差
別
な
・
、
だ
 

れ
で
も
出
来
る
 
又
、
広
い
場
 

所
は
決
し
て
い
ら
な
い
し
い
つ
 

で
も
始
め
ら
れ
る
。
時
間
を
か
 

け
な
く
て
よ
い
．
 
一
人
で
も
、
 

グ
ル
ー
プ
で
も
け
い
こ
が
出
来
 

る
。
道
具
は
い
り
ま
せ
ん
、
老
 

若
男
女
を
問
わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
 

体
力
や
技
量
の
範
囲
で
練
習
を
 

す
れ
ば
い
く
ら
で
も
そ
の
限
界
 

が
広
が
っ
て
行
く
楽
し
み
も
あ
 

る
の
で
す
。
若
い
人
は
成
長
に
 

合
わ
せ
て
練
習
量
を
コ
ン
ト
ロ
 

ー
ル
し
、
高
令
者
は
肉
体
的
な
 

考
化
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
空
手
 

を
始
め
て
み
て
は
、
い
か
が
で
 

し
よ
う
か
。
 

そ
れ
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
 

に
最
適
な
の
は
空
手
で
あ
る
。
 

空
手
を
練
習
し
始
め
る
と
自
分
 

の
肉
体
と
精
神
に
自
信
を
持
つ
 

よ
う
に
な
る
の
で
す
。
空
手
に
 

よ
っ
て
自
己
が
鍛
え
ら
れ
て
い
 

る
証
拠
な
の
で
す
。
護
身
術
と
 

し
て
役
立
ち
体
の
成
長
を
促
進
 

し
体
力
を
つ
け
老
化
を
防
ぎ
精
 

神
修
業
養
に
な
る
空
手
を
学
ぶ
 

こ
と
は
民
族
の
伝
統
を
学
ぶ
こ
 

と
に
も
な
る
の
で
す
。
そ
の
為
 

た
だ
技
に
強
く
な
ろ
う
と
す
る
 

だ
け
で
な
く
、
そ
の
中
に
あ
る
 

礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
歴
史
を
学
べ
る
と
い
 

え
る
の
で
す
。
 

空
手
を
学
ぶ
時
に
大
切
な
事
は
 

先
輩
指
導
者
の
教
え
を
守
り
、
 

継
続
し
て
行
い
、
建
全
な
人
間
 

に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
 

め
に
空
手
は
、
礼
に
始
ま
り
礼
 

に
終
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
 

立
派
な
た
く
ま
し
い
精
神
と
あ
 

ら
ゆ
る
苦
難
を
の
り
こ
え
て
行
 

く
頑
健
な
肉
体
を
も
つ
く
る
の
 

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
は
、
現
在
 

で
は
空
手
の
ほ
か
な
い
と
断
言
 

し
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
 

ん
。
皆
さ
ん
初
歩
の
段
階
を
し
 

っ
か
り
と
習
い
、
本
物
の
空
手
 

の
道
を
歩
み
世
界
に
誇
る
べ
き
 

こ
の
日
本
精
神
の
真
髄
を
つ
か
 

み
と
つ
て
下
さ
い
．
そ
れ
は
、
 

こ
れ
か
ら
の
日
本
将
来
の
た
め
 

に
も
あ
な
た
の
す
ぐ
回
り
の
人
 

々
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
あ
な
 

た
自
身
が
現
在
に
生
き
て
い
て
 

よ
か
っ
た
と
い
う
よ
ろ
こ
び
を
 

得
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
す
。
 

空
手
の
本
当
に
強
い
人
は
か
な
 

ら
ず
精
神
的
に
も
強
く
健
健
で
 

あ
り
、
人
柄
も
円
満
で
あ
る
は
 

ず
で
す
。
心
の
不
健
康
な
、
ね
 

ま
が
っ
た
人
に
は
苦
し
い
空
手
 

の
修
業
を
や
り
と
お
す
こ
と
が
 

出
来
る
は
ず
が
な
い
と
い
え
る
 

の
で
す
o
 

自
分
の
体
を
じ
か
に
す
り
へ
ら
 

し
て
一
銭
の
得
に
も
な
ら
な
い
 

こ
と
を
や
り
つ
づ
け
る
意
志
は
 

な
み
た
い
て
い
の
こ
と
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
毎
日
毎
日
 

の
自
分
の
心
の
迷
い
を
断
ち
切
 

っ
て
練
習
を
つ
づ
け
る
そ
の
意
 

志
の
強
さ
は
、
人
間
が
生
き
て
 

ゆ
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
な
の
 

で
す
。
 

私
達
の
回
り
に
は
沢
山
の
誘
惑
 

が
待
ち
う
け
て
い
ま
す
。
そ
う
 

い
う
悪
い
無
意
味
な
不
健
康
な
 

誘
惑
を
は
ね
の
け
て
将
来
の
自
 

分
に
備
え
学
問
を
し
て
、
身
体
 

を
き
た
え
て
お
く
こ
と
は
今
の
 

日
本
の
青
少
年
に
と
っ
て
大
事
 

な
こ
と
で
す
。
 

毎
年
各
種
の
大
会
が
開
催
さ
れ
 

て
い
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
大
会
 

に
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
し
又
、
 

実
戦
空
手
大
会
も
あ
り
希
望
者
 

は
選
出
さ
せ
ま
す
。
空
手
の
自
 

由
組
手
を
す
る
時
は
寸
止
め
空
 

手
は
だ
め
で
す
、
実
力
を
発
輝
 

し
な
い
お
ど
り
空
手
で
あ
る
。
 

実
戦
空
手
の
よ
う
に
相
手
を
倒
 

す
練
習
を
す
る
事
で
あ
る
。
私
 

達
空
手
道
は
、
毎
週
月
、
水
曜
 

日
小
学
校
体
育
館
に
於
て
練
習
 

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
空
手
を
 

学
ぶ
人
が
お
り
ま
し
た
ら
ば
御
 

連
絡
下
さ
い
。
 

問
合
せ
 

木
戸
勝
正
②
一
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一
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身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
月
間
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4
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
名
 
卯
月
（
う
づ
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う
づ
き
の
花
の
咲
く
月
、
卯
花
月
を
 

略
し
た
も
の
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日 日 日 日 日 日 日 

世
界
保
健
デ
ー
 

婦
人
の
日
、
婦
人
週
間
 

発
明
の
日
 

乳
児
検
診
 

逓
信
記
念
日
、
郵
便
週
間
 

心
配
ご
と
相
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天
皇
誕
生
日
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町
 

田
 

金
 

第2 0 2 号 報
 

町
 

田
 

金
 

昭和57年4月15日 ⑧
 

議
会
だ
よ
り
一
 

議

 

会

 

事
 

務
 

局
 

昭
和
五
十
七
年
第
三
回
定
例
 

町
議
会
が
三
月
＋
八
日
招
集
さ
 

れ
、
会
期
九
日
間
を
も
っ
て
諸
 

議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
、
次
の
 

と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
可
決
を
み
て
 

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
 

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
 

せ
い
た
し
ま
す
。
 

①
議
案
第
二
号
 
金
田
町
財
政
 

再
建
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
 

【
原
案
可
決
】
 

②
議
案
第
」
喜
 
専
決
処
分
を
 

報
告
し
承
認
を
求
め
る
こ
と
 

に
つ
い
て
 

【
原
案
可
決
】
 

③
議
案
第
四
号
 
金
田
町
税
条
 

例
の
固
定
資
産
税
の
昭
和
五
 

十
七
年
度
に
お
け
る
納
期
の
 

特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
 

て
 

【
原
案
可
決
】
 

国
定
資
産
税
（
士
地
、
家
屋
）
 

に
つ
い
て
、
本
年
は
三
年
に
一
 

回
の
評
価
か
え
の
基
準
年
度
と
 

な
る
た
め
、
納
期
に
つ
い
て
第
 

一
期
分
「
四
月
一
日
」
 
か
ら
を
 

ー
ケ
月
延
伸
し
て
「
五
月
一
日
 

」
か
ら
と
す
る
も
の
で
す
。
 

④
議
案
第
五
号
 
町
道
路
線
の
 

認
定
に
つ
い
て
〔
原
案
可
決
〕
 

昭
和
五
十
六
年
度
に
お
い
て
 

平
原
、
グ
ラ
ン
ド
線
延
長
二
一
一
 

六
、
九
米
を
新
設
し
た
も
の
で
 

あ
り
こ
れ
を
町
道
と
し
て
認
定
 

す
る
も
の
で
す
。
 

⑤
議
案
第
六
号
 
町
道
の
変
更
 

認
定
に
つ
い
て
【
原
案
可
決
】
 

金
田
大
橋
新
設
に
よ
り
平
原
 

田
川
線
の
延
長
一
五
七
、
八
米
 

面
積
一
、
五
七
八
平
方
メ
ー
ト
 

ル
を
増
延
長
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
議
案
第
七
号
 
町
有
財
産
の
 

処
分
に
つ
い
て
【
原
案
可
決
】
 

五
十
八
年
一
月
一
日
を
目
途
 

と
し
て
宝
見
保
育
所
を
社
会
福
 

祉
法
人
に
移
行
す
る
計
画
で
あ
 

り
町
有
財
産
建
物
コ
ン
ク
リ
ー
 

ト
平
屋
建
八
二
七
、
〇
八
平
方
 

メ
ー
ト
ル
を
無
償
譲
渡
す
る
も
 

の
で
す
。
 

⑦
議
案
第
八
号
 
金
田
町
立
老
 

人
憩
の
家
の
設
世
及
び
管
理
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

【
原
案
可
決
】
 

五
十
七
年
四
月
よ
り
老
人
憩
 

の
家
の
運
営
管
理
に
つ
い
て
社
 

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
も
 

の
で
す
。
 

⑧
議
案
第
九
号
 
金
田
町
議
会
 

事
務
局
設
置
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

【
原
案
可
決
】
 

三
月
＋
二
日
付
を
も
つ
て
事
 

務
局
職
員
が
一
名
減
と
な
っ
た
 

も
の
で
す
。
 

⑨
議
案
第
十
号
 
金
田
町
議
会
 

常
任
委
員
会
及
び
特
別
委
員
 

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
に
つ
い
て
〔
原
案
可
決
〕
 

機
構
改
革
に
よ
り
課
の
統
廃
 

合
が
な
さ
れ
た
の
で
改
正
す
る
 

も
の
で
す
。
 

を
減
少
し
た
も
の
で
す
。
 

巾
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
 

⑩
議
案
第
十
一
号
 
田
川
郡
町
 
⑩
議
案
第
十
六
号
 
教
育
長
の
 
く
わ
し
い
事
は
中
央
公
民
館
 

村
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
 

給
与
勤
務
時
間
、
そ
の
他
の
 
②
〇
四
二
五
番
の
方
へ
お
問
合
 

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
 

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
件
の
 
せ
下
さ
い
。
 

【
原
案
可
決
】
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
 

＠
議
案
第
二
十
二
号
 
昭
和
五
 

五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
を
 

い
て
 

【
原
案
可
決
】
 

十
六
年
度
金
田
町
一
般
会
計
 

も
っ
て
添
田
町
、
大
任
町
共
立
 
⑩
議
案
第
十
七
号
 
金
田
町
職
 

補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
 

伝
染
病
院
組
合
が
解
散
し
た
こ
 

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
 

い
て
補
正
額
二
七
、
〇
〇
一
1
1
 

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
 

千
円
 

【
原
案
可
決
】
 

＠
議
案
第
十
二
号
 
福
岡
県
自
 

い
て
 

【
原
案
可
決
】
 

⑩
議
案
第
二
十
三
号
 
昭
和
五
 

治
振
興
組
合
規
約
に
関
す
る
 

国
家
公
務
員
に
準
じ
諸
手
当
 

十
六
年
度
金
田
町
水
道
事
業
 

協
議
に
つ
い
て
【
原
案
可
決
】
 
を
改
正
す
る
も
の
で
す
．
 

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
 

市
町
村
職
員
の
研
修
及
び
振
 
⑩
議
案
第
十
八
号
 
単
純
な
労
 

に
つ
い
て
 

興
に
寄
与
す
る
事
業
を
行
う
こ
 

務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
 

補
正
額
四
六
、
九
六
〇
千
円
 

と
を
目
的
と
し
て
県
内
全
市
町
 

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
 

【
原
案
可
決
】
 

村
に
よ
る
組
合
を
設
置
す
る
も
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 
⑩
議
案
第
二
十
四
号
 
昭
和
五
 

の
で
す
o
 

条
例
に
つ
い
て
【
原
案
可
決
】
 

十
七
年
度
金
田
町
一
般
会
計
 

＠
議
案
第
十
三
号
 
金
田
町
恥
 

職
員
の
範
囲
の
改
正
と
給
料
 

予
算
に
つ
い
て
 

員
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
 
を
改
正
す
る
も
の
で
す
ぐ
 

予
算
総
額
 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

⑩
議
案
第
十
九
号
 
金
田
町
減
 

四
、
〇
六
〇
、
O
九
三
千
円
 

【
原
案
可
決
】
 

債
基
金
の
設
道
に
つ
い
て
 

【
原
案
可
決
】
 

実
費
支
給
に
改
正
す
る
も
の
 

【
原
案
可
決
】
 

②
議
案
第
二
十
五
号
 
昭
和
五
 

で
す
。
 

地
方
債
の
償
還
の
た
め
に
設
 

＋
七
年
度
金
田
町
国
民
健
康
 

⑩
議
案
第
十
四
号
 
金
田
町
課
 
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
 

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 
⑩
議
案
第
ニ
十
号
 
金
田
町
公
 

て
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

予
算
総
額
 

【
原
案
可
決
】
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

二
四
八
、
〇
五
〇
千
円
 

機
構
改
革
に
伴
い
町
長
の
権
 

【
原
案
可
決
】
 

【
原
案
可
決
】
 

限
務
属
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
 

中
央
公
民
館
新
築
に
伴
い
位
 
⑩
議
案
第
二
十
六
号
 
昭
和
五
 

る
た
め
、
従
来
八
課
の
も
の
を
 
置
の
番
地
を
改
正
す
る
も
の
で
 

＋
七
年
度
金
田
町
水
道
事
業
 

七
課
に
統
合
し
た
も
の
で
す
。
 

す。 

合
計
暫
定
予
算
に
つ
い
て
 

①
総
務
課
 
⑤
振
興
課
 

⑩
議
案
第
二
十
一
号
 
金
田
町
 

【
原
案
可
決
】
 

②
財
政
課
 
⑥
土
木
鉱
害
課
 

中
央
公
民
館
使
用
料
条
例
の
 
＠
議
案
第
ニ
十
七
号
 
昭
和
五
 

⑧
税
務
課
 
⑦
労
働
住
宅
課
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
 

十
七
年
度
金
田
町
簡
易
水
道
 

④
住
民
課
 

い
て
 

【
原
案
可
決
】
 

特
別
会
計
暫
定
予
算
に
つ
い
 

⑩
議
案
第
十
五
号
 
金
田
町
職
 

ご
承
知
の
如
く
現
在
町
民
会
 

て
 

員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
 
館
の
横
に
中
央
公
民
館
が
新
築
 

予
算
総
額
‘
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 
さ
れ
て
お
り
近
日
、
竣
工
、
落
 

一
七
、
三
五
五
千
円
 

条
例
に
つ
い
て
【
原
案
可
決
】
 
成
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
 

【
原
案
可
決
】
 

特
殊
勤
務
手
当
支
給
の
種
類
 

こ
れ
に
伴
い
使
用
料
金
が
大
 
⑩
議
案
第
二
十
八
号
 
昭
和
五
 

十
七
年
度
金
田
町
同
和
地
区
 

建
設
業
者
の
救
済
を
求
め
 

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
 

る
意
見
書
 

【
決
定
】
 

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
 

◆
決
議
書
の
審
議
に
つ
い
て
 

予
算
総
額
 

第
九
次
道
路
整
備
五
ケ
年
計
 

四
六
、
〇
八
六
三
千
円
 

画
の
策
定
に
関
す
る
決
議
 

【
原
案
可
決
】
 

【
決
定
】
 

＠
議
案
第
ニ
十
九
号
 
金
田
町
 
◆
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
 

消
防
団
員
の
定
員
任
用
、
給
 

つ
い
て
 

【
決
定
】
 

与
分
限
及
び
懲
械
、
服
務
等
 
m
名
称
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 
金
田
町
水
道
再
建
特
別
委
員
会
 

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

②
構
成
 

【
修
正
可
決
】
 

産
経
委
員
、
総
務
、
土
木
委
 

消
防
本
部
団
員
二
十
二
人
を
 

員
長
 
、
議
長
、
副
議
長
 

縮
少
し
消
防
ポ
ン
プ
操
法
員
 

計
 
八
名
 

七
人
の
み
に
す
る
も
の
で
す
 

委

員

長

 
米
家
 
荒
雄
 

◆
意
見
書
の
審
議
に
つ
い
て
 

副
委
員
長
 
相
原
清
一
郎
 

m
所
得
税
減
税
の
早
期
実
施
 
⑧
目
的
 

を
求
め
る
意
見
書
【
決
定
】
 

地
方
公
営
企
業
と
し
て
の
本
 

②
核
兵
器
の
全
面
撤
廃
と
軍
 

来
の
姿
で
あ
る
独
立
採
算
制
 

備
縮
少
の
推
進
に
関
す
る
 

を
堅
持
し
一
日
も
早
い
健
全
 

意
見
書
 

【
決
定
】
 

な
運
営
を
図
る
も
の
と
す
る
 

⑧
鉱
害
復
旧
に
お
け
る
零
細
 

以
上
 

国
民
健
康
保
険
証
の
 

切

替

え

に

 つ
 
い

て

 

住

民

課

保

健

係

 

現
在
使
用
し
て
い
ま
す
被
保
 

険
者
証
が
、
昭
和
 57 

年
3
月
 31 

日
で
有
効
期
限
が
き
れ
4
月
1
 

日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
 

す
の
で
、
ま
だ
切
替
え
の
済
ん
 

で
な
い
国
保
加
入
世
帯
の
方
は
 

お
早
め
に
切
替
え
を
行
っ
て
下
 

さ
い
。
 

子

宮

ガ

ン

、

乳

腺

 

検

診

場

所

の

変

更

 

に
つ
い
て
。
 

4
月
 28 

日
（
水
）
に
行
わ
れ
ま
 

す
検
診
に
つ
い
て
、
当
初
の
検
 

診
場
所
で
あ
っ
た
中
央
公
民
館
 

そ
の
一
杯
 

断
わ
る
勇
気
が
 

事
故
を
断
つ
 

国
土
調
査
に
こ
協
力
を
 

n
J
 

記
手
続
を
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

q

 

現
在
の
交
通
網
の
発
達
し
た
 

振
興
課
国
土
調
査
係
鱗
競
姦
が
競
叡
 

現
在
、
上
金
田
地
区
の
調
査
 

を
行
い
、
3
月
末
で
一
応
測
量
 

作
業
は
完
了
し
ま
し
た
。
し
か
 

し
、
鉱
害
復
旧
時
の
道
路
拡
幅
 

及
び
新
設
等
、
そ
の
他
諸
麦
の
 

事
情
に
よ
り
、
境
界
を
明
確
に
 

で
き
ず
、
測
量
で
き
な
い
所
が
 

あ
り
ま
す
の
で
、
道
路
等
の
長
 

狭
物
の
調
査
に
っ
い
て
説
明
致
 

し
ま
す
。
 

◆
公
衆
用
道
路
（
長
狭
物
）
の
 

調
査
に
つ
い
て
 

長
狭
物
と
は
、
道
路
、
用
悪
 

水
路
、
鉄
道
線
路
、
河
川
等
で
 

図
上
で
表
現
さ
れ
る
形
態
が
狭
 

あ
い
な
延
長
状
で
あ
る
こ
と
か
 

ら
、
こ
の
よ
う
な
用
語
が
使
用
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

国
土
調
査
の
う
ち
で
、
こ
の
 

長
狭
物
の
調
査
も
、
難
し
い
調
 

査
の
ー
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
長
狭
物
の
管
理
が
不
 

.
 

.
 

.
 

.
 

.
 

.
 

．
 

●
 

●
 

●
 

●
 

・
 

十
分
な
為
に
生
じ
て
い
る
問
題
 

で
あ
り
、
例
え
ば
十
年
も
前
に
 

公
衆
用
道
路
が
新
設
、
拡
幅
さ
 

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

そ
の
敷
地
は
依
然
と
し
て
私
有
 

地
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
り
、
 

従
来
か
ら
あ
っ
た
道
路
（
里
道
 

）
が
い
つ
の
間
に
か
無
く
な
っ
 

て
、
そ
の
辺
と
思
わ
れ
る
と
こ
 

ろ
は
既
に
宅
地
に
な
っ
て
い
た
 

り
し
て
い
る
こ
と
が
数
多
く
見
 

受
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
法
 

の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
都
度
関
 

.
 

.
 

,
 

．
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

・
 

係
者
（
道
路
管
理
者
等
）
が
現
 

.
 

.
 

．
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

・
 

況
に
よ
っ
た
登
記
手
続
を
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
 

そ
れ
が
一
向
に
実
行
さ
れ
て
い
 

な
い
為
、
 

一
挙
に
国
土
調
査
に
 

し
わ
寄
せ
が
き
、
作
業
を
い
や
 

が
上
に
も
難
し
く
さ
せ
、
作
業
 

進
行
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
 

い
ま
す
。
 
こ
の
よ
う
な
障
害
を
 

除
く
為
、
道
路
の
拡
幅
・
新
設
 

の
各
場
合
に
つ
い
て
説
明
致
し
 

ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご
理
解
と
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

0
拡
幅
の
場
合
 

糊
工
H
F
れ
r
L
穆
 

”
り
／
/
/
／
レ
レ
／
ノ
ノ
／
ゾ
r
/
 

ーー凝ー環 
ぢ
宅
」
・
 

既
登
記
の
土
地
の
一
部
が
、
 

道
路
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
に
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
伴
う
 

登
記
手
統
が
な
さ
れ
て
い
な
い
 

場
合
に
は
、
国
土
調
査
の
際
、
 

一
部
地
目
変
更
及
び
分
筆
の
調
 

査
を
し
ま
す
が
、
道
路
敷
に
な
 

っ
た
部
分
の
も
と
の
境
界
が
確
 

認
で
き
な
い
場
合
は
、
筆
界
未
 

定
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
 

道
路
管
理
者
に
、
登
記
手
続
を
 

請
求
し
て
下
さ
い
。
 

e
新
築
の
場
合
 

？
ど
許
世
 38
 

き
 

ク
 

”
河
 

“
山
可
 

‘
”
宅
 

刃

宅

 

既
登
記
の
土
地
の
全
部
が
道
 

路
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
も
の
 

( 31 

、 
32 
、 
33 

、 
34 
、 
35 

番） 

に
つ
い
て
は
、
現
地
確
認
不
能
 

地
と
し
て
処
理
し
ま
す
。
 
こ
の
 

場
合
も
、
道
路
管
理
者
等
に
登
 

し
て
い
く
上
で
の
必
要
不
可
欠
 

を
機
に
、
登
記
手
続
の
未
了
の
 

も
の
は
、
早
急
に
請
求
し
、
将
 

来
の
為
、
整
理
す
る
心
要
が
あ
 

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
 

ご
協
力
と
ご
理
解
を
宜
し
く
お
 

な
も
の
で
す
。
 
こ
の
国
土
調
査
 
願
い
し
ま
す
。
 

石
油
燃
焼
機
器
技
術
講
習
会
の
 

開
催
に
つ
い
て
 

次
の
通
り
石
油
燃
焼
機
器
技
 

9
時
か
ら
 17 

時
ま
で
 

術
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
 

二
、
場
所
 

で
講
習
受
講
希
望
を
さ
れ
る
方
 

久
留
米
市
東
合
川
町
一
二
七
 

は
、
田
川
地
区
消
防
署
へ
お
問
 

六
ー
一
久
留
米
地
域
職
業
訓
 

い
合
せ
下
さ
い
。
 

練
セ
ソ
タ
l
 

記
 

（
電
話
〇
九
四
一
一
 

一
、
講
習
日
時
 

四
四
ー
五
二
〇
一
番
）
 

昭
和
 57 

年
5
月
 10 

日
 
（月） 

三
、
対
象
者
 

ー
 12 

日
 
（水〕 

四

月

詠

草

 

公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

い
さ
さ
か
の
酒
に
酔
ひ
し
 

か
将
な
き
こ
と
 
言
ひ
c
 

帰
る
さ
か
な
し
み
湧
き
来
 

田
代
 

稔
 

離
れ
住
む
孫
の
片
言
き
れ
 

ぎ
れ
に
 
電
話
に
聞
こ
ゆ
 

は
づ
む
呼
吸
ま
で
 

藤
本
 
唯
彦
 

新
し
く
な
り
た
る
我
家
の
 

庭
隅
に
 

芽
生
え
し
水
仙
 

丈
ひ
く
く
咲
く
 

高
木
美
代
子
 

離
り
住
む
姉
に
陶
物
を
送
 

ら
む
と
 
梅
ほ
こ
ろ
び
し
 

上
野
路
を
訪
ふ
 

石
油
燃
焼
機
器
（
ス
ト
ー
ブ
 

千
手
佐
起
子
 

さ
さ
や
か
な
喜
び
胸
に
か
み
し
 

め
て
 

宿
の
玄
関
に
子
の
迎
へ
 

ま
つ
 

菊
池
 

一
枝
 

月
の
出
を
ふ
と
中
天
に
拝
め
り
 

驚
き
に
も
似
た
る
出
合
な
ろ
 

か
も
 

窪
田
 
房
子
 

在
り
し
日
に
夫
の
手
入
せ
し
モ
 

チ
の
実
は
 
タ
日
に
染
ま
り
窓
 

際
に
映
ゅ
 

藤
林
 
俊
信
 

た
そ
が
れ
て
鎌
に
も
似
た
る
三
 

日
月
と
 
宵
の
明
星
は
西
空
に
 

光
る
 

阿
部
 
重
宏
 

昏
れ
な
づ
む
高
原
の
は
て
南
国
 

の
 

巨
き
タ
陽
が
あ
あ
沈
み
ゆ
 

く
 

F
F
、
給
湯
機
、
ボ
イ
ラ
ー
 

等
）
の
設
置
及
び
点
検
、
整
 

備
（
販
売
）
業
務
、
に
従
事
 

し
て
い
る
者
 

四
、
講
習
内
容
 

燃
焼
理
論
等
の
基
礎
知
識
燃
 

焼
設
備
等
の
構
造
原
理
消
防
 

法
規
（
法
令
規
制
等
）
安
全
 

装
置
等
の
構
造
原
理
燃
焼
設
 

備
等
の
設
置
、
燃
焼
設
備
の
 

点
検
整
備
実
技
（
設
備
の
点
 

検
整
備
、
計
測
方
法
）
 

五
、
受
講
料
一
二
、
〇
〇
〇
円
 

講
習
料
一
〇
、
〇
〇
〇
円
 

教
材
費
 
二
、
〇
〇
〇
円
 

六
、
申
込
方
法
等
 

田
川
地
区
消
防
署
本
署
警
防
 

課
予
防
係
ま
で
 
問
い
合
せ
 

の
こ
と
 

（
電
話
〇
九
四
七
四
 

④
〇
六
五
つ
番
〕
 

福
田
 

昌
 

生
徒
等
と
共
感
で
き
ぬ
こ
と
 

多
く
 
古
い
先
生
と
よ
ば
れ
 

勤
め
カ
る
 

室
 

ト
ョ
 

霜
の
朝
人
目
気
に
し
つ
つ
椋
 

鳥
が
 
梢
の
熟
柿
啄
み
て
を
 

hI 

久
保
 
恵
子
 

焼
き
菓
子
を
か
じ
れ
ば
夫
と
 

二
人
し
て
 
凌
ぎ
し
日
々
の
 

想
は
る
る
な
り
 岡

野
富
司
生
 

白
き
煙
あ
げ
て
静
も
る
噴
火
 

あ
お
み
ず
 

口
底
に
溜
れ
る
青
水
は
何
 

小
野
ト
メ
子
 

一
日
を
ベ
ッ
ト
で
過
す
病
む
 

夫
は
 
孫
の
帰
省
を
指
を
り
 

て
待
つ
 

が
変
更
に
な
り
、
金
田
町
役
場
 

で
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
 

ま
ち
が
え
の
な
い
様
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

国

民

健

康

保

険

税

の

 

第

1

期

分

納

期

に

つ

 

い
て
。
 

昭
和
 57 

年
度
、
国
民
健
康
保
 

険
税
第
1
期
分
の
納
期
限
が
昭
 

和
 57 

年
4
月
即
日
と
な
っ
て
い
 

ま
す
の
で
、
国
保
加
入
世
帯
の
 

方
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

昭
和
 57 

年
度
福
岡
県
巡
回
 

交
通
事
故
相
談
の
実
施
に
 

つ
い
て
 

昭
和
 57 

年
度
福
岡
県
巡
回
交
 

通
事
故
相
談
が
次
の
通
り
実
施
 

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
 

相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。
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飯塚市新立岩 
飯塚市市民相談室 

内線225 
ilL 09482 ② 5500 

田川市 
水
 
水
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n
乙
 

水
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水
 
水
 

ロ
J
 

n
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田川市中央町 
田川市市民相談係 

内線394 
ilL 09474 () 2000 

直方市 15
( 7t ) わ

 
わ
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直方市殿町 
直方市市民相談室 
IlL 09492 ② 4111 

1．常設相談場所 

福岡県交通事故相談所 

福岡市博多区東公園7番I号 

県庁内9階北側 

相談電話 092-651-111 l（内線2555) 

092-622-0403 （直通） 

注：相談時間午前10～午後4時（受付午後3時まで） 

2．相談日時 

毎週 月～金 9:OO-17:Q0 

土 9:QO-)2:0Q 

（弁護士相談 木 13: 00 -16】 00) 
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乳
児
育
児
相
談
の
時
間
の
 

変
更
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）
 

毎
月
第
三
金
曜
日
（
午
後
一
 

時
半
ー
午
後
三
時
ま
で
）
に
田
 

川
保
健
所
よ
り
保
健
婦
さ
ん
が
 

見
え
て
、
乳
児
育
児
相
談
を
行
 

つ
て
お
り
ま
す
が
、
四
月
よ
り
 

午
前
九
時
ー
午
前
十
一
時
三
＋
 

分
に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

又
、
育
児
上
の
悩
み
、
離
乳
 

夜
泣
き
等
、
な
ん
で
も
心
配
な
 

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
、
 

お
気
軽
に
御
相
談
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
の
現
況
届
を
 

お
忘
れ
な
く
、
忘
れ
る
と
 

年
金
が
ス
ト
ツ
プ
ガ
】
 

国
民
年
金
の
障
害
、
母
子
（
 

準
母
子
）
遺
児
寡
婦
の
各
年
金
 

を
受
け
て
い
る
方
は
、
5
月
中
 

に
現
況
届
を
出
さ
な
い
と
9
月
 

期
か
ら
の
年
金
が
ス
ト
ッ
プ
さ
 

れ
ま
す
。
 

引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
た
 

め
に
必
ず
期
限
ま
で
に
、
市
区
 

町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
ま
で
 

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
 

＠
提
出
期
間
 

5
月
1

日
1
5

月
 31 

日
 

⑥
提
出
先
 

市
区
町
村
役
場
 

国
民
年
金
係
 

（
注
意
）
 

昭
和
 56 

年
6
月
ー
日
以
降
は
 

じ
め
て
年
金
を
受
け
る
よ
う
 

に
な
っ
た
人
や
年
金
の
支
給
 

が
全
額
支
給
停
止
に
な
っ
て
 

い
る
人
は
、
今
年
は
現
況
届
 

の
提
出
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
老
齢
年
金
や
通
算
老
 

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
 

現
況
届
の
提
出
日
は
、
毎
年
 

そ
の
人
の
誕
生
月
に
な
っ
て
 

い
ま
す
の
で
C
注
意
く
だ
さ
 

い。 

春
の
交
通
安
全
・
県
民
運
動
 

実
 
施
 
に
 
つ
 
い
 
て
 

〔
期
間
〕
4
月
6
日
（
火
）
ー
 

4
月
 15 

日
（
木
）
ま
で
 

〔
目
的
〕
広
く
県
民
に
交
通
安
 

全
思
想
、
交
通
道
徳
を
普
及
徹
 

底
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
 

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
 

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
 

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
 

す
る
。
 

〔
運
動
の
重
点
〕
 

0
 
歩
行
者
．
特
に
子
供
の
交
 

通
事
故
防
止
 

e
 
二
輪
車
、
自
転
車
の
安
全
 

利
用
の
促
進
 

田
 
粗
暴
運
転
・
め
い
わ
く
交
 

通
の
追
放
 

〔
県
民
の
重
点
実
践
事
項
〕
 

一
、
運
転
者
は
‘
ー
 

●
安
全
運
転
5
則
を
励
行
ず
る
 

O
安
全
速
度
を
必
ず
守
る
。
 

e
カ
ー
プ
の
手
前
で
ス
ビ
ー
 

ド
を
落
と
す
。
 

田
交
差
点
で
は
安
全
を
確
か
 

め
る
。
 

O

一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
 

の
安
全
を
守
る
 

日
飲
酒
連
転
は
絶
対
に
し
な
 

一

 

河

川

美

化

月

間

 

期
間
 

昭
和
 57 

年
4
月
1

日
（
木
）
 

ー
 30 

日
（
金
）
 

ー
催
 

建
 

設
 

課
 

い。 

、
‘
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
 

●
踏
切
で
は
一
時
停
止
し
、
左
 

右
の
安
全
を
確
か
め
る
。
 

●
二
輪
車
は
昼
間
で
も
前
照
燈
 

を
点
燈
す
る
。
 

●
原
付
自
転
車
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
 

を
着
用
す
る
。
 

●
走
行
中
の
車
両
か
ら
空
カ
ン
 

等
を
投
げ
捨
て
な
い
。
 

ニ
、
自
転
車
は
 

●
プ
レ
ー
キ
、
前
照
燈
等
整
備
 

さ
れ
た
自
転
車
を
利
用
す
る
 

●
交
差
点
で
は
必
ず
止
ま
っ
て
 

安
全
を
確
か
め
る
。
 

●
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
燈
 

す
る
。
 

●
き
め
ら
れ
た
場
所
に
き
ち
ん
 

と
駐
卓
す
る
。
 

三
、
歩
行
者
は
 

●
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
左
 

右
の
安
全
を
確
か
め
る
。
 

●
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
う
し
ろ
 

を
渡
ら
な
い
。
 

●
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
（
橋
）
 

信
号
交
差
点
を
利
用
す
る
。
 

●
夜
間
外
出
は
明
る
い
色
の
服
 

装
を
し
、
夜
光
性
反
射
材
を
 

活
用
す
る
。
 

一
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

俳
 
句
 

原
田
 

豊
茂
 

浮
き
沈
む
為
に
波
紋
の
 

果
っ
る
な
く
 

岩
野
 
克
芳
 

散
る
梅
や
北
に
飛
び
立
つ
 

鶴
の
群
 

会
長
 
辰
島
 
宗
一
 

春
雨
に
濡
れ
つ
ゲ
ー
ト
に
 

球
を
打
つ
 

岡
本
勝
次
郎
 

猛
犬
と
札
あ
る
柵
の
 

丁
字
か
な
 

岡
本
 
清
子
 

口
す
さ
む
住
き
旬
の
あ
り
て
 

梅
匂
ふ
 

無
記
名
 

へ
ん
ろ
路
に
ほ
の
か
に
匂
ふ
 

ふ
き
の
と
う
 

短
 
歌
 

辰
島
 
宗
一
 

老
人
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
 

は
げ
む
顔
 
長
寿
の
姿
 

輝
や
き
て
見
ゅ
 

克
芳
 

せ
せ
ら
ぎ
の
温
み
し
水
に
 

童
べ
等
の
は
し
や
ぐ
姿
 

神
の
め
ぐ
み
と
 

俳
 
句
 鳥

越
 
美
枝
 

も
の
の
芽
を
い
ぶ
か
り
 

な
が
ら
庭
巡
る
 

短
 
歌
 

め
ぐ
り
 

思
い
来
て
四
囲
の
山
を
 

眺
む
れ
ば
八
重
重
な
り
て
 

朝
霞
み
た
つ
 

お
礼
の
こ
と
ば
 

こ
の
た
び
金
田
町
老
人
ク
ラ
 

プ
本
部
に
香
典
返
し
を
い
た
だ
 

き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
 

ま
す
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
紙
上
を
か
り
厚
く
御
 

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

老
人
ク
ラ
ブ
本
部
 

亀
田
 
幸
行
様
 

加
治
久
仁
夫
様
 

祝
第
三
回
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 

福
岡
県
大
会
に
金
田
町
老
人
ク
 

ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
が
田
川
 

郡
予
選
を
勝
抜
き
郡
代
表
と
し
 

て
県
大
会
に
出
場
し
二
戦
二
勝
 

と
言
ふ
成
績
を
上
げ
ま
し
た
御
 

健
闘
を
祝
し
今
後
共
老
人
の
健
 

康
の
為
め
各
支
部
と
も
に
練
習
 

に
は
げ
ま
れ
ま
す
よ
う
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
本
部
 

此
の
度
金
田
町
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
部
に
金
二
万
円
也
を
御
寄
 

贈
下
さ
い
ま
し
た
ゲ
ー
ト
ポ
ー
 

ル
部
全
員
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

老
人
ク
ラ
ブ
本
部
 

代
表
 
岩
野
勝
義
 

今
宮
正
輔
殿
 

春の全国交通安全運動 

期間 昭和57年4月6日 

（火）~15日 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

繁

原

 
文

子

 

中

川

 
正

夫

 

荒

牧

 
嘉

之

 

田

中

 
勘

治

 

亀

田

 
幸

行

 

都
 

キ
ク
エ
 

安

方

 
修
一
一
 

湊
 

和

幸

 

辰

島

 
康

幸

 

本

田

 
満

三

 
様様様様様様様様様様 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

の
で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

亀

田

 
幸

行

 
様
 

加

治

 
久

仁

 
様
 

上
金
田
西
部
老
人
ク
ラ
プ
へ
 

亀

田

 
幸

行

 
様
 

右
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
 

と
し
て
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 


